
 

                                                     

○日 時 平成３０年10月11日（木） 13時30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目 【３キャンパス共通】 

・「公立大学法人島根県立大学広報誌オロリン」第9号の発行について 

 

【浜田キャンパス】 

・アカデミック・インターンシップの開催について  ･……………………〔資料1〕 

 

【松江キャンパス】 

・第５８回 飛鳥祭開催について          ･……………………〔資料2〕 

 

○資料提供 

項目 

【浜田キャンパス】 

・「目覚める地域の可能性―島根県立大学と「地域おこし協力隊」―」 

シンポジウムの開催について                   ･……………………〔資料3〕 

 

・中国・東北師範大学 歴史文化学院の来訪について  ･……………………〔資料4〕 

 

・島根県立大学総合政策学会特別講演会の開催について･……………………〔資料5〕 

 

○行事予定 

 

 

【出雲キャンパス】 

・出雲キャンパスと知夫村との協定調印式について 

   ……………10月29日(月) ＠隠岐郡知夫村 

 

【学外行事】 

・第2回高校生政策甲子園     ※浜田青年会議所主催 

……………10月14日(日)13時00分～17時00分 

＠浜田キャンパス コンベンションホール 

・はまだ灯 2018 

……………10月26日(金)17時30分～ 

＠浜田キャンパス コミュニティプラザ 

 
 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成３０年11月8日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



 

 

 

 

 

 

【高大連携事業】アカデミックインターンシップの開催について 

 

１．目的  

  日常の大学生活の一端を体験し大学で学ぶ姿勢を経験することで、入学前の「学生生活イメージ」 

とのギャップ解消や、自己の将来についてイメージを持つことで高校生活をより充実したものにして

いただくことを目的とします。また、この機会を通して本学への主体的な進路選択を促す一助となる

ことを意図し、昨年度に引き続き開催します。   

 

 

２．日程、参加校及び参加予定人数 

 参加日程 学年 人数（予定） 

津和野高校 １０月３０日（火） ２年生 ５１名 

江津高校 １１月８日（木） ２年生 ３０名程度 

 

 

３．内容 

・受講講義を自由に選択して受講 

※通常の授業に参加するため、本学学生の履修登録状況により制限される場合あり。 

・学生食堂での昼食 

・キャンパス内の自由見学 

・本学学生との交流 

・職員による、入試や学生生活、就職活動についての相談など 

 

 

４．その他 

  ・当日取材を希望される方は、本学教育研究支援部長 中澤（0855-24-2282）まで事前連絡をお願

いします。 

 

平成 30 年 10 月 11 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 松﨑・竹口 

電話 0855-24-2203 

【資料 1】 



１年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年

中国語Ⅲ［Ａ］・［Ｂ］ ● 社会調査入門 藤原 大講１ ○
フレッシュマン
英語コミュニケーションⅡ

● 近現代史入門 石田 大講１ ○ ○ 憲法Ⅰ 岡本 大講１ ○ ○

韓国語Ⅲ［Ａ］・［Ｂ］ ● マクロ経済学 鈴木 大講２ ○ ○ 多文化理解特別演習Ⅱ 江口(真) ﾒﾃﾞｨｱ
多目的

○ ○ ○ 経営組織論 村山 中講５ ○ ○ 朝鮮半島社会論 福原 中講２ ○ ○

ロシア語Ⅲ ｼﾛｰｺﾌ 中講６ ● 英字新聞リーディング ○ ○ ○ 地域経済論 鈴木 中講４ ○ ○ ロシア政治経済論 山本 中講４ ○ ○ 中国政治外交論 李（暁） 演習11 ○ ○

日本語Ⅲ 小林 会議室B ● 経済政策論 西藤 中講５ ○ ○ 環境経済学 豊田 中講３ ○ ○ 生徒指導論 清井 演習６ ◎ ◎

生活時間構造論 藤原 大講２ ○ ○ ○ 財政学 林田 大講２ ○ ○

フレッシュマン
英語コミュニケーションⅡ

● 統計学Ⅰ 寺田 講堂 ● 中国語会話・聴解Ⅰ ○ 中国語Ⅰ［Ａ］・［Ｂ］ ● 国際政治学入門 赤坂 大講１ ○ ○

英語学概論Ⅱ 島田 演習15 ○ 中級英語Ⅱ
（エッセイ・ライティング）

江口（真） 小講４ ○ 韓国語会話・聴解Ⅰ ○ 韓国語Ⅰ［Ａ］・［Ｂ］ ● 比較文化論 渡部（望） 中講３ ○ ○ ○

世界経済論（国際経済論） 木村 大講１ ○ ○ 福祉社会学（福祉社会論） 齋藤（曉） 大講２ ○ ○ 総合演習Ⅱ ロシア語Ⅰ ｼﾛｰｺﾌ 中講６ ● アジア比較政治 佐藤 大演１ ○ ○ ○

ＧＩＳ概論 松田 中講５ ○ ○ 日本朝鮮半島交流史 石田 中講３ ○ ○
地域共生演習Ⅱ

金融経済論 木村 大講１ ○ ○ 労働法（隔週） 大橋（將） 中講５ ○ ○ ○

中国経済論 張 大講１ ○ ○ アカデミック・ライティング ヘネベリー 小講2 ○ 映像コミュニケーション論 瓜生  中講５ ○ ○ ○ コンピュータ・リテラシー（再） 石倉 中講2 再

地域観光資源論 山田 中講1 ○ ○ 地域産業政策論 久保田（典） 中講４ ○ ○

中国語Ⅰ［Ａ］・［Ｂ］ ●
フレッシュマン
英語ファウンデーションⅡ

● 日本語Ⅳ 小林 会議室B ● フレッシュマン・フィールド・セミナー ● 経営管理論 田中（恭） 大講２ ○ ○

韓国語Ⅰ［Ａ］・［Ｂ］ ● 統計分析技法 松田 中講３ ○
ソフモア
英語コミュニケーションⅡ

● 中国語読解Ⅰ ○ ○ 労働法（隔週） 大橋（將） 中講５ ○ ○ ○

ロシア語Ⅰ ｼﾛｰｺﾌ 中講６ ● 芸術学 八田 中講５ ○ ○ ○ 英語リーディングⅡ ○ 韓国語読解Ⅰ ○ ○ 教職実践演習 別枝・三浦 大演１ ◎

北東アジア関係概論 井上（治） 大講２ ○ ○ 英字新聞リーディング Kマニング 小講７ ○ ○ ○ 総合演習Ⅳ 戦後日本政治外交史 別枝 中講５ ○ ○ プログラミングの基礎Ⅰ 石倉 大講１ ○ ○

上級英語Ⅱ(ディスカッションと
ディベート)

プラット 小講３ ○
地域共生演習Ⅳ
（ヘネベリーゼミを除く）

英語科教育法Ⅰ ケイン 小講５ ◎ ◎

日本思想史 和田 小講６ ○ ○ ○

ソフモア
英語コミュニケーションⅡ

● 英文法Ⅱ 島田 小講６ ○
ソフモア英語
コミュニケーションⅡ（再）

プラット 小講６ 再 行政学 光延 中講３ ○ ○ 民法Ⅰ（総則） 李（憲） 大講２ ○ ○

英語リーディングⅡ ○ 哲学 大前 中講５ ○ ○ TOEIC講座 並河 小講５ △ △ △ △ 情報処理の基礎Ⅱ 寺田 中講４ ○ 現代企業論 村山 中講５ 〇 〇

キャリア形成Ⅱ 松尾 大講１ ● 民法と家族 李（憲） 大講１ ○ ○ 国際環境政治学 沖村 中講５ ○ ○ 教職入門（隔週） 塩津 中講２ ◎ ◎

体育実技Ⅱ 齋藤（重） 体育館 ◎ ◎ ◎ ◎ インターンシップ入門（隔週） 松尾 中講４ ○ ○ ○ 総合演習Ⅳ ヘネベリー 演習１４ ● プログラミングの基礎Ⅱ 石倉 大講１ ○ ○

イギリス近現代史 渡辺（有） 大講２ ○ ○ ○
フレッシュマン英語
コミュニケーションⅡ（再）

ハントリー 小講４ 再

平和学基礎論 濵田 中講２ ○ ○

フレッシュマン
英語ファウンデーションⅡ（再） 江口（真） 小講３ 再

中級英語Ⅱ
（エッセイ・ライティング） Kマニング 小講５ ○

政治学 濵田 大講１ ○ ○ 社会学 村井 大講１ ○ ○ TOEFL米国留学準備講座 江口(真) 会議室A △ △ △ △ 環境関係法 岩本 中講２ ○ ○ 刑法 三宅 大講１ ○ ○

行政法Ⅱ 岩本 中講２ ○ ○ 情報政策論 金野 中講３ ○ ○ 韓国語特別演習Ⅱ 鄭 演習15 △ 教職入門（隔週） 塩津 中講２ ◎ ◎

英語学特別演習Ⅱ 三浦 演１２ ○ 公民科教育法Ⅰ 別枝 演習１５ ◎ ◎

韓国語特別演習Ⅱ 鄭 演習15 △ 韓国語特別演習Ⅱ 鄭 演習15 △ 韓国語特別演習Ⅱ 鄭 演習15 △ 韓国語特別演習Ⅱ 鄭 演習15 △

※表中の学年の欄の●は必修科目、○選択科目、◎は自由科目、△は正規外授業科目、再は再履修科目を表示 （作成：平成30年9月18日）

※別記は裏面を参照すること
※教室等が変更になる場合があるので、学生情報システムを適宜確認すること

平 成 30 年 度 　秋 学 期 時 間 割 表 

月曜日 火曜日(10/30) 水曜日 木曜日(11/8) 金曜日

科目名 担当 教室
配当年次

科目名 担当 教室
配当年次 配当年次

１時限目

自　　９：００
至　１０：３０

別記１参照 別記１参照

別記１参照

別記１参照

科目名 担当 教室教室
配当年次配当年次

科目名 担当

別記１参照

別記１参照 別記１参照

科目名 担当 教室

別記３－１参照 ●

３時限目

自　１３：１０
至　１４：４０

別記１参照 別記１参照

別記３－２参照

２時限目

自　１０：４０
至　１２：１０

別記１参照 別記１参照

●

別記２参照

別記１参照 別記１参照 別記１参照

別記１参照 別記１参照

５時限目

自　１６：３０
至　１８：００

６時限目

自　１８：１０
至　１９：４０

４時限目

自　１４：５０
至　１６：２０

別記１参照

別記１参照



       

 
島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン

【資料 2】 

 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部 松江キャンパス大学祭 

第 58回 飛鳥祭の開催について 

 

１． テーマ 

「つくる」 

今年度の飛鳥祭テーマは『つくる』です。 

「つくる」には 3 種類の漢字があり、それぞれ、繊細で細やかなものを「作る」、大

きなものを「造る」、新しいものを「創る」、という意味があります。模擬店や学科及び

サークル活動の成果発表といった小さなものが集まって飛鳥祭という大きなものができ

あがり、それに加えて、新たに学部が設立されたことで今までとは一風変わった新鮮味

の溢れる人の和が生まれるように、また、１人ひとりが何かをつくり、島根県立大学及

び島根県立大学短期大学部が一体となって飛鳥祭をつくり上げることができるようにと

の願いを込めて、このテーマに決定いたしました。バンドライブや子ども向けの体験活

動、模擬店やサークル活動の成果発表など、多くの企画を用意し、ご来場いただいた全

ての方が笑顔になる飛鳥祭を目指し、支えてくださる皆様に感謝の気持ちを込めて、実

行委員一同、懸命に取り組んでおります。 

 

２．日時・期間 

平成 30 年 10 月 13 日（土）・14 日（日） 午前 10 時 ～午後 4時 15分頃  

 

３．場所・会場 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部  

松江キャンパス（松江市浜乃木 7丁目 24-2） 

 

４．主催者・施行者・企画者 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部学友会 飛鳥祭実行委員会 

 

５．内容・対象 

別途チラシ添付 

 

６．出席者・参加人数 

どなたでも参加できます 

 

７．参加方法・参加費・予算 

入場無料（一部のアトラクション、模擬店で販売する商品は有料です） 

 

 

 

平成 30 年 10 月 11 日 

島根県立大学・島根県立大学短期大学部 

担当：松江キャンパス教務学生課 成松 

電話：0852-20-0216 



詳しくはこちら!

@KendaiMatsue

関西の人気テーマパークの

ペアチケットが当たるかも !?

今注目の若手バンドが集結!

後夜祭では軽音部のライブもあります!!

おいしいグルメや見応えのあ

る展示がいっぱい ! 外部から

の出店もあります !!

学 友 会 企 画

体 育 館 ス テ ー ジ模擬店コーナー

Omoinotake

リーガルリリー



島根県立大学と

地域
おこし
協力隊

ディスカッション

［15:15–16:00］ワークショップ

「地域おこし協力隊＠島根を知る！」
 司会：瀬下翔太

    （NPO法人 bootopia代表・元地域おこし協力隊）

［16:00–17:15］パネルディスカッション

「地域活性にむけた地方公立大学の
役割と可能性」
 司会：井上厚史（島根県立大学）

 佐藤啓太郎（地域活性化センター事務局長）

 小田宏信（成蹊大学経済学部教授）

 水戸抄知（teo代表・雲南市サポートマネージャー）

 内谷元（津和野町つわの暮らし推進課）

 瀬下翔太（NPO法人 bootopia代表・元地域おこし協力隊）

2018

島根県立大学

地域貢献推進

シンポジウム

基調講演 ［10:10–11:00］

「若者をつなぎ、地域を元気にする県立大学へ」
椎川忍（地域活性化センター理事長・浜田キャンパス客員教授）

島根県立大学浜田キャンパス
交流センター  コンベンションホール

2018年10月12日（金）
10:00–17:15（受付：9:30–）

［日時］

［会場］

目覚める
地域の可能性

事例報告　司会：豊田知世（島根県立大学）

［11:10–11:45］事例報告 No.1

「浜田市弥栄町と地域おこし協力隊」
藤井健太（島根県立大学卒業生）

［13:00–13:35］事例報告 No.2

「川本町と地域おこし協力隊」
梅原梨（島根県立大学卒業生）

［13:35–15:00］事例報告 No.3

「大学と地域おこし協力隊の
コラボレーション」
 「津和野町の産直マルシェ」

 津和野町地域おこし協力隊＋

 半澤侑大、白水彩乃（成蹊大学学生）＋

 井上厚史ゼミ（島根県立大学）

 「大田市三瓶町志学地区の災害復興」

 西嶋一泰（地域おこし協力隊）＋

 井上厚史ゼミ（島根県立大学）

［主催］島根県立大学

［後援］一般財団法人地域活性化センター、公益財団法人ふるさと島根定住財団、成蹊大学、浜田市、島根県

【資料3】



                      
 

 

【資料 4】 

 

 

中国・東北師範大学 歴史文化学院の来訪について 

                          

本学と学術交流協定を結ぶ東北師範大学（中国・吉林省）の団体を島根県立大学が受け入

れ、石見の銀の産出や流れと北東アジアの歴史との関係について学修を深める。 

滞在中は本学の学生・教職員との交流プログラム、大学院での共同発表会、石見銀山での

学修活動を予定している。 

今回の訪問を通して、学術の交流がさらに学生間の交流へと発展するきっかけとする。 

 

記 

1. 訪問者 

学生：中国・東北師範大学 歴史文化学院の大学院生（11名） 

引率：歴史文化学院院長  劉
りゅう

 暁
ぎょう

東
とう

 先生・ 刁
ちょう

 書
しょ

仁
じん

 先生 

 

2. 本学での交流予定 

１０／１６（火） キャンパスツア－、歓迎会、大学院生合同発表会  

１０／１７（水） 本学の学生との交流プログラム 

 

3. 全体スケジュール ※下線部分が本学での交流内容 

 

（参考）東北師範大学  

〇中国吉林省長春市にある国立大学  

〇本学北東アジア地域研究センタ－と東亜文明研究中心との間で 2013 年 9 月に学術協定 

 を締結、国際シンポジウムの共催等により交流（2013 年、2014 年、2017 年）  

平成 30年 10月 11日 

担当：浜田キャンパス 

国際交流課 岩本,雪吹 

TEL:0855-25-9063 

日付   行動予定 

10/15 月 夜 広島空港到着 

10/16 火 

11:30 県立大学教職員・学生による歓迎会 （ビュ－ラインにて） 

13:30 

16:30 

双方大学院による合同研究発表会 

「北東アジアにおける歴史と文化」 （大演習室 1にて） 

10/17 水 

10:40 

12:10 
本学の中国語を学ぶ学部生との交流（小講義室 3 にて）  

午後 水族館アクアス見学 

10/18 木 終日 石見銀山にて学修活動  

10/19 金 終日 石見銀山にて学修活動  

10/20 土 終日 広島文化施設等見学 

10/21 日 朝 広島空港より帰国 



  
【資料 5】 

島根県立大学総合政策学会 
第３５回  特別講演会 

 

講師 

東京大学大学院総合文化研究科 教授 

（グローバル地域研究機構長・ 

アメリカ太平洋地域研究センター長） 

西崎
に し ざ き

 文
ふ み

子
こ

 氏          

演題 
「トランプ外交」とは何か 

——歴史からの問い 
日時：２０１８年１１月３０日（金）  

   １４時５０分から１６時２０分まで 

会場：島根県立大学浜田キャンパス  講堂 
 

【講師プロフィール】 

1959 年宮城県生まれ。東京大学教養学部教養学科（アメリカ科）卒。一橋大学法学研究

科博士前期課程修了。イエール大学大学院博士課程修了（Ph.D 歴史学）。成蹊大学法学部

助教授、教授を経て、2012 年より東京大学大学院総合文化研究科教授。現在、グローバル

地域研究機構長、アメリカ太平洋地域研究センター長。 

アメリカ外交の思想的基盤を歴史的に探ることを研究課題とする。著書に『アメリカ外

交とは何か』（岩波新書 2004）、『アメリカ冷戦政策と国連 1945-1950』（東京大学出版会、

1992）、共著に『紛争・対立・暴力——世界の地域から考える』（岩波ジュニア新書 2016）、

『アメリカ外交史 3 版』（有斐閣、2017）など。その他、日本学術会議第一部会員、朝日

新聞書評委員、TBS サンデーモーニングコメンテーターなど。 

   
  ※入場無料・事前申込不要です。多くの皆様のご来学をお待ちしております。 
 ────────────────────────────────────―──       

問い合わせ先：〒697-0016 浜田市野原町 2433-2 TEL:0855-24-2201 

               島根県立大学 事務局企画調整室 福間・山本 


